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                          図図書書館館長長就就任任ににああたたっってて  
                                                  中中京京大大学学図図書書館館長長    安安村村    仁仁志志        
          
  ３期６年にわたって図書館長を務められた長谷川端先生のあとを受けてその職につくことになりま

した。 長谷川先生は、この２年間私立大学図書館協会会長校としての働きもなさり、非常にお忙しく

過ごされたと伺っております。貴重な教育・研究の時間をずいぶん割いてご尽力くださり、中京大学

図書館だけでなく、全国の私立大学の図書館のために大きなお仕事をしてくださいました。ありがとう

ございました。そのことを思いますと、責任の重さを痛感させられます。ただ、微力ながら精一杯取り

組んで参りたいと思う所存です。 
  「図書館」の歴史は、文字文化の発生とともに始まるといわれます。文明が栄えたところでは古くか

ら粘土板、パピルス、竹簡などに記された文書・文献を保存しました。図書館としての機能を明確に示

す最古の大図書館はアレクサンドリアのもので、BC４７年にカエサルに焼き払われたとき、７０万の巻

子があったとされています。長い歴史の中で図書館の機能は拡大し、今日では図書館の収蔵する資

料もいわゆる書籍・雑誌だけでなく、さまざま種類の印刷資料、音・映像の資料、点字資料など多岐

にわたっています。また、図書館のはたらきも、図書の収集・保管、貸し出しだけでなく、調査や利用

者の啓蒙活動にも及んでいます。必要な文献を見つけ出す方法もコンピューターの発達に伴って大

きく変化してきています。これらはそれぞれ「図書館」のあり方にかかわる大切なポイントであり、中京

大学の図書館もそれに沿って発展してきたと言えましょうし、さらに良い図書館を目指していく上でも

常に考慮すべき点でありましょう。 
  と同時に、人間の文化的な営みとして変わらない点も大切にしていきたいものです。それは、単純

に、ひとが残した知識・経験・思考・情報を真摯に利用するということです。人はひとりで生きていくこと

はできません。ひととともに生きることにおいて、ひとの生き方・考えを参考にするものであり、その意

味において図書館を利用することにもなるのでしょう。 
  中京大学で学ぶ学生・院生、或いは市民の方々にとって、図書館を“わがもの”とするとは、自分に

必要な図書が的確にみつけられる、そして利用できる、学問をする上で図書館が自然に足の向く所と

なるといったところでしょうか。大いに利用して下さい。そして要望がありましたら気軽にお知らせくだ

さい。そうしたことが実を結ぶよう、図書館を運営する側も最大限の努力をするよう心がけます。さまざ

まの意味で必要な図書を収集し、提供すること、利用のための施設・システムをさらに良いものにして

いくことに努めたいと思います。利用する人とサービスを提供する側が力を合わせることにより、さらに

立派な図書館にしていくことができますようにと願っています。ご協力のほど、お願い申し上げます。 
 
                        ―  １  － 



              著著    者者    にに  聞聞  くく                                           

                『プーシキン／饗宴の宇宙』を著した郡伸哉先生              

                                                                          （編集部） 
 ロシア近代文学の創始者で、３７歳の時に決闘で生涯を閉じたロシア第一の詩人プーシキン。 日

本では彼の文学の中身はドストエフスキーやトルストイのそれに比べるとあまり知られていません。し

かし、ロシアでは事情が異なります。著者によれば、ロシアにおけるプーシキンは古代ギリシャのホメ

ロスやイギリスのシェークスピアのような存在だそうです。１９９９年にはプーシキンの生誕２００年を祝う

行事が各地で行われましたが、公費による盛大なお祭りだったといいます。このようなイベントは１８８

０年に行われた「プーシキン記念祭」に始まったといわれますが、この時の講演でドストエフスキーは

「ロシア人でありながらヨーロッパのあらゆるものを持っている」とプーシキンを讃えたそうです。ドスト

エフスキーに“全世界性”や“全人類性”の体現者と持ち上げられたプーシキンは、ロシア社会におい

て神話性を帯びることになります。 
プーシキンの人物像について懇切丁寧な説明をしていただきました。「プーシキンのキーワードは

“生命”と“光”です。内に躍動的なエネルギーを秘めており、寒い、暗い、重いというロシアのイメージ

とは正反対の明るく、軽快、自由奔放といったイメージです。曽祖父がアフリカ人だったということもあ

るかと思います。 プーシキンは学校時代から、型にはめようとしてもはめられないような子どもであっ

たようです。いたずらや冗談が好きで、記憶力が大変良く、フランス語でよく詩を読んだと伝えられて

います。大胆ではにかみや、冷静だが暴発する面を持っていたといいます。親の愛情を欠くということ

もありました」 
本書『プーシキン／饗宴の宇宙』は多くの作品の中に表現されたプーシキンの詩的世界を探ろうと

して書かれたものです。「饗宴」とは人々が集まり、歌い、飲み、食べる場ですが、本書における「饗

宴」は複数の人間がひとところで向き合い、それぞれが自分のエネルギーを発散する場として捉えら

れています。酒宴はもとより、戦闘、賭けごと、決闘、人間と<人間を超えた力>との対決、その他さま

ざまな生の発露の場、それが「饗宴」なのです。そして、それは陽気な饗宴から悲劇の饗宴まで、調

和の饗宴から葛藤の饗宴まで、酒宴から決闘まで、多様な形をとります。プーシキンの詩的世界とは

まさに《饗宴の宇宙》なのです。本書は読者をそんな世界に誘ってくれます。 
    ＊『プーシキン／饗宴の宇宙』はライブラリーサービスセンター（LSC）と豊田図書館（TL）に所蔵さ

れています。 請求記号 ： 930.268 / Ko 79 
郡伸哉（こおりしんや）先生のプロフィール   
  １９５７年  大阪に生まれる 
  １９８３年  大阪外国語大学大学院外国語学研究科ロシア語学専攻修士課程修了 
  １９８９年   中京大学着任 
  現在中京大学教養部教授  専攻はロシア文学で｢ロシア語｣ ｢国際文化論｣を担当 
 <著書> 
  『プーシキン／饗宴の宇宙』（彩流社, 1999） 
  『青銅の騎士』（プーシキン著 郡伸哉訳 群像社 2002） 
                                  ― ２ ―  



 <論文> 
 「ドストエフスキー『白痴』のプロット構造における（死）」 
  ｢『罪と罰』にみる外面化の力学｣ 
  ｢バフチンの（時空）概念の根底｣ 等 
 

本学教員著作の寄贈図書 
『剣道で学び得たもの』 
      ～競争から創造への剣道体験論～ 
     体育学部 林邦夫 先生著     出版者  ： 日本武道館 
     請求記号 ： 789.3/H 48     
     所蔵館  ：  ライブラリーサービスセンター（ＬＳＣ ）  豊田図書館（ＴＬ）   
『日本家族史論集/２；家族史の展望』  請求記号 ： ３６１．６３/O 14 
『日本家族史論集/４；家族と社会』    請求記号 ： ３６１．６３/Ｓａ 37  （以上２冊） 
     教養部 神野清一 先生 共著    出版者  ：  吉川弘文館 
     所蔵館  ： 名古屋図書館（ＮＬ）  豊田図書館（ＴＬ）               

                                             ご寄贈ありがとうございました。 
 

中中京京大大学学図図書書館館のの利利用用ににつついいてて  

（図書館の配置） 
  本学には、４つの図書館があり、中京大学図書館はその総称です。名古屋学舎には本館である名

古屋図書館（略称ＮＬ、１号館）、ライブラリーサービスセンター（略称ＬＳＣ、センタービル３・４階）、法

学文献センター（略称ＬＬＣ、９号館）の３館があり、豊田学舎には豊田図書館（略称ＴＬ、１０号館）が

あります。 蔵書数は全体で約１１６万冊です。LSC（蔵書数約６万冊）は全面開架ですが、他の３館は

開架と閉架の両方があります。そして、全蔵書の８０％は閉架書庫に所蔵されています。 

（資料の検索について） 
  多くの蔵書の中から自分の必要とする資料を検索するためには、各館に設置されたコンピュータを

利用します。開架図書は直接書架からさがすことができますが、閉架書庫に所蔵された図書は

OPAC といわれるコンピュータ目録を利用します。皆さんが図書館を利用する場合には、コンピュー

タによる検索が不可欠です。従って、図書館が実施するガイダンスを利用していただくとともに、わか

らないことがあれば遠慮なく図書館員にお尋ね下さい。 

（ＯＰＡＣとは） 
Online  Public  Access  Catalog  の略です。オンラインによるコンピュータの端末で検索す

る目録のデータベースのことです。 
― ３ ― 



（資料の貸出・返却について） 
 開架書庫の資料は利用者が直接書架より取り出し、利用証とともにカウンターへ持参すれば貸出を

受けることができます。閉架書庫の資料は、所定の用紙にタイトルや請求記号などを記 
入してカウンターに提出すれば貸出を受けられます。貸出の場合は利用証が必要ですが、返却の場

合は資料のみをカウンターで返却すればよく、利用証は不要です。また、４館はオンラインで結ばれ

ており、豊田図書館で借りて名古屋図書館で返却するというように、貸出を受けた館と異なる館のカウ

ンターへ返却することもできます。 

（利用証について） 
   図書の帯出や新聞・雑誌のバックナンバー閲覧等の際には、図書館の利用証が必要です。学部

学生、大学院生、研究生、科目等履修生は学生証がそのまま利用証となります。その他の方は利用者

登録をして利用証の交付を受けて下さい。放送大学の学生は学生証、オープンカレッジの学生は会

員証、学外の方は運転免許証等、身分を証明するものがあれば短時間に作成できますので、カウンタ

ーへお申し出下さい。 

（学生希望図書制度について） 
  本学の学部学生は本学図書館が所蔵していない図書の購入を申請することができます。ただし、

漫画、雑誌、次年度以降にまたがるシリーズ等は原則として受け付けません。 図書の購入を希望す

る場合は、カウンターで「図書購入依頼書」に 必要事項を記入して申し込みをして下さい。希望図書

が入手できた場合は申込者に連絡し、優先的に貸出を行います。 

（返却日を厳守しましょう） 
  貸出図書の返却期限を守って下さい。貸出冊数や期間については利用案内を参照して下さい。一

日でも返却期限を過ぎた貸出図書があると、新たに他の図書を借りることが出来ません。また、卒業さ

れる方は、卒業式までに返却されないと卒業証書が交付されないことがありますのでご注意下さい。   

（利用についてのお願い） 
  図書館は多くの利用者の学習や研究のための施設です。利用者にはそれにふさわしいマナーが

要求されます。他の利用者の学習・研究が妨げられるようなことがあってはなりません。誰もがお互い

に学習・研究活動に集中できるように、静粛な環境の保持を心がけて下さい。大きな声で談笑したり、

携帯電話を使用する事は厳禁です。またガムや飲食も禁止です。利用案内に記載された利用上の

注意事項を遵守してご利用下さい。 
 
外国雑誌が図書館ホームページから読めるようになりました 
  2003 年度から外国雑誌の電子ジャーナルが利用できるようになりました。 図書館ホームページ

の「電子ジャーナル」ボタンをクリックしてください。EBSCOhost（エブスコホスト）、Gale（ゲール）、

ProQuest（プロクエスト） の３つのボタンがあり、どれも自由に利用することができます。 
― ４ ― 



 
 EBSCOhostには、総合雑誌データベースのAcademic Search Premier（アカデミック サーチプ

リミエ）と、経済関係データベースの EconLit（エコンリット）、そして医学関係データベースの

Medline（メドライン）の３データベースが利用できます。 
  Academic Search Premier（アカデミックサーチプリミエ）は、総合外国雑誌のデータベースで、

約 400 タイトル収録されています。中京大学図書館が所蔵している外国雑誌も多く収録されています。

それに加えてさらに今まで所蔵および購読していない雑誌も利用することができます。 
 EconLit（エコンリット）は、経済に関する雑誌のデータベースで、約 200 タイトルの雑誌が収録され

ています。経済学部や経営学部、商学部の利用者にとっては必須データベースと言われています。 
 また、医学関係データベースの Medline（メドライン）は、体育学部で運動生理学の研究をする利用

者や心理学関係の利用者など医学関係に必要な雑誌のデータベースです。 Gale（ゲール）は、

Gale Custom Newspaper と言うデータベースで、外国新聞、約 100 紙が収録されています。New 
York Times や Guardian は勿論その他のアメリカの主要新聞も数多く収録されていて、キーワード

検索することで容易に新聞記事を探し出すことができます。最新の世界情勢を知る上でも利用価値

があります。 どのデータベースも、キーワード検索により、すばやく自分の必要とするデータの検索

ができます。 
 ProQuest（プロクエスト）は、経営学研究科が正式契約しているデータベースで図書館利用者のた

めに提供していただいているものです。ProQuest の ABI Inform（エイビーアイインフォーム）という

データベースで特に経営学のビジネス関連研究者には有益なデータベースです。 
 その他にも図書館ホームページからは、既に利用可能なデータベースとして、朝日新聞記事デー

タベースの「朝日新聞 DNA（Digital News Archive」や日外アソシエーツの雑誌記事索引も利用で

きる「NICHIGAI/Magazine Plus（ニチガイマガジンプラス）」も利用できます。 
 図書館では、これらのデータベースや電子ジャーナルの利用に関するガイダンス及びデモンストレ

ーションを実施する予定です。ホームページや学内掲示で実施日程をお知らせします。是非とも参

加していただき、研究や学習にデータベースの利用をお勧めするとともに、更なる利用者へのサービ

ス向上に向け努力していきます。 
 

AV コーナーについて 
  本年度よりAVセンターは図書館に移管され、AVセンターの業務は図書館が引き継ぎます。AVセ

ンターの名称も図書館 AV 事務室と改称されました。これを機に旧 AV センター所蔵のビデオ等の資

料の館内貸出ができるように電算化を行い、図書検索用の端末機で検索し、館内で視聴することが

できるようになります。また、名古屋学舎センタービルのライブラリーセンターの AV コーナーでは１０

のブースを増やし、全体で２９のブースで DVD やビデオを視聴することができます。大いに利用して

下さい。 
 
 
                      ―  ５ ― 



                  新着図書セレクト 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
                                                      
007/H 82 『ナレッジサイエンス』（北陸先端科学技術大学院大学知識科学研

究科 監修 杉山公造，[ほか] 編著 紀伊国屋書店） 
「知識科学」とは、自然科学、人文科学、社会科学などの個別学問分野
を大きく「知識」という枠組みの中で捉え直し、来るべき社会のあり方を
提示しようとするものである。 

 
ＴＬ 
ＬＳＣ 

017/Z 3 『学校図書館・司書教諭講習資料』（全国学校図書館協議会編 全国

学校図書館協議会） 
ＴＬ 

209.5/Ma 74  『ヘゲモニー国家と世界システム』（松田武, 秋田茂 編 山川出版

社） 
１７世紀のオランダ、１９世紀から２０世紀初頭のイギリス、そして現在の
アメリカ合衆国のヘゲモニーのあり方を比較し、現代のグローバリゼー
ションの歴史的起源とその展開過程を考える。 

ＮＬ 

232/Sh 75 
 

『痛快！ローマ学』（塩野七生著 集英社インターナショナル） ＴＬ 
ＬＳＣ 

302.27/W 31 『中東』（脇祐三著 日本経済新聞社） 
この２０年の間に起きていた変化のうねりが、巨大な奔流となって世界を
揺さぶる。経済の視点から中東情勢を追い続けてきたベテラン国際記
者がいま最も熱い地域の実情をつぶさに描く、新しい中東論の決定
版。 

ＴＬ 
ＬＳＣ 

311.3/H 81  『ナショナリズムの歴史と現在』 （E.J.ホブズボーム 著 大月書

店） 
ナショナリズムはいかなる歴史的・思想的な背景のもとで生まれたの
か？それは国民国家の形成や民族解放運動の展開にどのような役割
を演じたのか？ボーダーレスの時代といわれる２１世紀におけるナショ
ナリズムの命運は？ 

ＬＬ 
ＬＳＣ 

332.107/Mi 97  『日本経済恐ろしい未来』（水谷研治 著 東洋経済新報社） 
第１章：奇跡の経済発展、第２章：右肩下がりへの転換、第３章：慢性化
する異常な経済、第４章：「恵まれた環境」の終わり、第５章：２０年後の悲
劇―急落する日本経済、第６章：再発展への道 

ＬＳＣ 

332.107/Mi 97 『豊かさの破綻』（水谷研治 著 PHP 研究所） 
財政改革が先送りされ、借金が莫大な額に膨れ上がった日本。それが
払えなくなったとき、経済はどうなる？２１世紀日本への警鐘。 

ＬＳＣ 

332.22/Sh 88/3 『シリーズ現代中国経済 ３』（丸川知雄 著名古屋大学出版会） ＮＬ 
333.6/G 45 『グローバル資本主義』（ロバート・ギルピン 著 東洋経済新報社） ＮＬ 
  

 
 
                ― ６ ― 
 

 



335.253/Ta 87 『巨大企業の世紀』（谷口明丈 著 有斐閣） 
２０世紀アメリカ資本主義の形成と企業合同。 

ＮＬ 
ＬＳＣ 

361.5/H 51 『グローバル化とは何か』（デヴィッド・ヘルド 編 法律文化社） 
第１章：グローバル化する社会、第２章：文化のグローバル化、経済のグ
ローバル化、第４章：権力移動（国際政治からグローバル政治へ） 

ＮＬ 

366.21/G 34  『リストラと転職のメカニズム』 （玄田有史， 中田喜文 編 東洋経済新

報社） 
ＮＬ 

366.32/Ta 64  『ワークシェアリングの実像』（竹信三恵子 著 岩波書店） ＮＬ 
377.253/R 82 『アメリカ大学史』  （Ｆ．ルドルフ 著 玉川大学出版部） ＮＬ 
377.9/Mi 93 『大学生論』 （溝上慎一編 串崎真志［ほか著］ ナカニシヤ出版） ＴＬ 

ＬＳＣ 
519/N 22 『環境にやさしいビジネス社会』 （長沢伸也 著 中央経済社） ＴＬ 

ＬＳＣ 
519.13/Su 96 『循環型社会の企業経営』 （鈴木幸毅 ［ほか］ 著 税務経理協会） ＮＬ 
538.09/Ma 27 『日本はなぜ旅客機をつくれないのか』 （前間孝則著 草思社） 

日本は第一級の産業を持ちながらなぜ航空機産業だけがだめなの
か？その真因を解明、打開案を示す。 

ＴＬ 
ＬＳＣ 

614.8/Ka 43  『暮らしのなかの技術と芸能』（神奈川大学日本常民文化研究所 編 
平凡社） 

ＮＬ 

774/Ka 98 『歌舞伎』 （河竹登志夫 著 東京大学出版会） 
過剰、逸脱、官能。歌舞伎はバロックだ。世界のカブキに向けて第一人
者がその魅力を縦横に綴る書き下ろし決定版。 

ＬＳＣ 

910.25/I 57 『元禄文学を学ぶ人のために』 （井上敏幸, [ほか] 編  世界思想社） 
「三」に象徴される元禄期。幕府も朝廷も、武士も庶民も三代目。三教一
致の思想、三都の成立、三文豪の活躍。１７世紀の達成を目に見える形
で示した元禄時代の文化・学芸・思想を、初めて基礎から問い直し、新
たな学術の世界に招待する。 

ＬＳＣ 

910.264/Ka 72  『徴候としての妄想的暴力』 （笠井潔 著 平凡社） 
新世紀小説論。善人と怪物―北村薫『盤上の敵』； 自閉と離脱―村上
春樹『共生虫』； 事件と虚構―久間十義『ダブルフェイス』；〔ほか〕 

ＬＳＣ 

910.76/Ko 45 『国文学研究資料館 30 年誌』（ 国文学研究資料館 編 国文学研究

資料館 
ＮＬ 

913.6/Y 19 『嫌われ松子の一生』 （山田宗樹 著 幻冬舎） ＬＳＣ 
914.6/Y 91 『<老い>の現在進行形』 （吉本隆明, 三好春樹著 春秋社） 

リハビリ老人「吉本隆明」の、最も切実で実感的な「老い」の体験。老人
介護の世界で具体例を突きつけながら、新しい理念の展開を実践する
稀有な理学療法士「三好春樹」との、実際的でこころ豊かな、類ない老
体論。 

ＴＬ 

ＮＬは名古屋図書館  ＴＬは豊田図書館  ＬＳＣはライブラリー・サービス・センター  ＬＬは法学文献

センターです。                                      
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  はは休館日です。         

   は開館時間短縮（全館９：００～１６：００）      

  〇の開館時間   平日 （９：００～１７：００）  土曜日（９：００～１２：３０） 
 
ライブラリーサービスセンターの開館時間の延長について 
  今年度よりライブラリーサービスセンター（名古屋学舎センタービル）の開館時間が以下の

ように延長されることになりました。 
                 記 
    講義期間   平  日  ：  ９：００～２２：００（従来は 20:00 まで） 
               土曜日  ：  ９：００～１７：００（従来通り） 
    講義期間以外 ： 平日・土曜日とも従来通りです。 
＊ライブラリーサービスセンター以外の図書館は従来通りです。 
 

                        ～Culib News 編集部より～ 
  編集部では利用者の皆さんのご投稿を歓迎いたします。図書館への要望やご意見、書評や読書

感想、エッセイなど、どしどしお寄せ下さい。次回の発行は２００３年７月の予定です。 
              〒 ４６６－８６６６ 
              名古屋市昭和区八事本町１０１－２  中京大学図書館クリブニュース編集部 
              ホームページの URL ：    http://www.lib.chukyo-u.ac.jp/cul/culib.html                
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